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　　　 日本 本土 （北海道 ， 本 州 ， 四閣 九州）産 の ゴ
．
マ フ ア ブ 鵬 σ吻 鋤 ・naC −

’

　 Heseinatopota）： は i1S9耳 ドBIGOエ ［C・
’
よつ て 始め て 研 究 さ れ た 。

’BIGbT ば 日本産 ゴ

　 廿 フ ァ プ臆め種類 を
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’
ど命名 し て發表 したが ， 産地 は JaPOiゴ と あ るの み で 精細な採集地

1
は記録 して 居

　 ない
。

’
SuR。・u ・．（1921），

　 KR6iEn 、（1925）、等 は B エG ・・

1
に從ひ ． 此 の ．、2 種を別種

　 と して 取扱つ て 居る が∫K 脉 肥臨 （ユ90S）は triStisを Chrysoeoridl　ptasbiOlds
’
L醜 ，

　 の Synonym ．とし， チ吻 6舷 s　j を別種 と認 め て 居る。松 村 （1gb5）・ は北海道，本、

　 州産の もの を共に tt’d・stis と認 め，更に （1911）に は 同種 を樺太か らも記録 して
tt．
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ゐ るが ， 後 に （1931，
1932）北 海道及本 州の もの を 撫 儡 鰤 蝉 仍 伽 ‘7伍1壱謡 1   角

と した。然 し ．II．μσ脚 繭 s と い ふ種類は L   血 に よつ て は記戟 さ れ て 居な い

か ら
，

こ れ は多分前 出 ff，　pluvialis　L樋 の 誤紘 と思はれ る。

　　素木 （エ91s）は始 め t・istisを1匕日本 va産す と逋 べ ・吻 θ，・廊 lcmeLnて は

B ・G 。・
i の 言鹹 を英譯 して 引用 したが

， 後 に （1932）ε磁 吸 街 ・伽 鵬 の tYp，

を檢 して ザ吻 θπ細 を青酸加 里で 赤化せ る 傭 齠 と認め て ，そ の Synonym と

した 。刈谷 （1935 ）， KRdBEa （1939） は 〜二れ に 從つ て ゐ る。 宮島・小泉 （1914 ），

索木 （191＄，
19詒｝， 木下 ・矢 島 （1929）， 加藤 （1934）J 刈谷 （1935）， 江崎 ・堀 ・安

松 （1938）は何 れ も本州に ε2翩 s が産す る と し， 岡本 （1924）は朝鮮か らも報

告 して居 る。

　　筆者等 の 研 究に よれに 北髄 帝規 蟲學rx室所藏の 月本本土 （北髄 ， 本

州 ， 四國 ）産の ．Ch，
’ysenonaは ， 明 らか に 2 掻存 し， それ ぞれ

　　　　　　　　　 Chrysosonfi‘，憾8齬3 （BIGom）

　　　　　　　　　   写8… nff　 “
・
吻 ennis （BIGOT）　 ・

と 黒はれ る。其 の 内 C．to’tStiSと認め られ る もの は
， 樺太 ・海羂 島・南千島 及び北

海道牽の標本 の み で ， 本州以 南の も魔 二頭 もな く，
α 喚 翻 亮 思肺 る も

の は ， 本州．及 び 四國産の 標本で ある。

　　素 木 （ig32）は前齣 如 く α ・痴 … 雌 α ・，螂 の S
ア
b。・・m ．と認め

て 居 るが 謙 者等は BrG・・ の 騰 己載 、 竝 ぴ に K ・6BER （1925）の 記載に よ 痢
’
定せ る結果 ．北海道以 北 の 標本は總 て 師 語 8 に 一致 し，本州及び四國産 の 標 本が

？
・
ufipennis に 一致 す る こ と を 知 つ た の で あ る （兩種 の 區別は後章參照）。

　　筆者等 の 調査 せ る材料 の み を以 て trist・isが本州以南に産 しな い とは 斷言で

きな い が ，從來 本州産の か翻 8 と され て ゐ た ものが 大部分（若 し くは全部 ）o
’
uji・

f）ennis で あ ら う累が想像出來る。　　　　　 ，

　　 岡本 （1924 ） の 朝鮮産 傭 廨 も果 して ts・iSti−s で あ るか 否か は疑間で ある。

　　爾 q．‘伊翻 3 は歐州産 の α 画 痂 晦 と酷似 して は居 る が
， 盤が 遙か に 大 き

：く， 翅及 び 盗 の 斑紋 も多少異な る の で ，別種 と して 取扱ふ事 に する、
…　　 tt ：，

ド・・，e．．r伽 処廟 は觸角第 1 節に縊れ を有せ 歩
，

・翅 及び 體 の斑紋を異匿 し；額は

鋏 く．．其 の 他 多 ぐの 黙で t7’−ist−iS と異 切 明らか に別種 と認む 可 きで あ る。・
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．II・ 種 の 記 載

　　　　　　　　 1． Chryso20na 　tristis（B【GOT ）　ゴ マ フ ア ブ

　　E ／Jem ／atopots 　tristis　Bエ（｝OT，　Bu 旺 Soc・ZooL　France ，　 XVI ，　P− 77 （189D ； BrGQ ，
r
，

Mem ・S ・c・Z ・，・L　F ・ance
，

．
V

，　P・628 （ユ892｝IB 鄲 ・
，
　Katslog　P ・ 1獄 kt．　 Dipt．，　 II，

p．56　（1903）三　1工A鴨 uMuRA ，　 Tho − s．　 Ins、　 Jap．
，　II，

　p．72
，
　 PI．　 XX ，

　fig，4 （1905）；

M 」、TsuM ピRA ，　Da｛Nippon　Gaich・a　Ze 】1shv
，

工J，
　p，68，

　PL　X ，
　fig．　8 （1915）lSEIIRtL　KI ，

Bl・・d　Suck・lns・Fo ・mo ・a
，

・1
，　P ・92，　Pl．　II， 丘9．7 （1918｝i　 S血 、tコ〈1，

　Trans ．　Nat，
Hi『t・＄oc ・Foじ

甲
osa ・、VII工，

35
，

・P・42 （1918）iKINosHn ⊥ et　YA 椰 工・s，　Jαeki　Ch 　6saj6

Kenkya 　H6koku ，　XI 工，　pp．357，　360， 364 （1929）．

　　C7・rys ・・… 伽 ・蝉 ・ K … fi・z （n ・c　L … k），e・し Dipt・m
， 岬 。5 （1908，（P・rt．）．

‘
　　Cん，

・yso20nα 87嘱 乞s　SuhcguF，　in　WYT 闘 ム x ，　Genera　Jnsectornm，　Dipt ．　Tabanid 乱 e
，

・’
p．：

36　（1921）1 耳R ‘珀 ERI 　 in　LINDNER ，
　 Die 　Fliegen，19

， 環abanidae
，
　pp．弓3

，
44

，
53

（1925）三 K6N 。　et　T ム M 岬 UK 【，
1ps・Mats・，　JI， 3，　P．129 （．tg28｝

’
；　SH・rBAK ・，

　lc… ．lns，
Jap．

！
p．1e

，　fig．286 （1932）；SHrRtLKIi［Vrans ．　Na む。　Hist．　 Soc’Formosa ，　 XXI1
，

12’1，
．
p．262 （1932）1．ICA，ro ，　Three 　Cotoured 　Il1

，
　Ins．　Jap．

，
　X

，
　P1．　XX

，
丘g．8 （1934）；

．
KA 虹 YA

，
　Cat・．Jap．　lns．

，
　VI

，
　Dip七．　Tabanidae

，
　 p．8　（1935）レ Kr6ber

，
　 Acta　 Jnst．

．．M … Z・・L　p臨 Athgn
・
　1

，
　p．　50 （1938）； S・叫 Ent ・m ・W ・・ld，　T 。ky・・VI ， 鰺，

P・　293 （lg38）；IE・・KT，　H ・ru ・t　Y 騨 … 耳・
1・ ・」 ・P・・ll1・エ・。… P 蝿 pL 幡 X ・琴，

血9・
’
7GO

，
1 （1938）；KR6BEn

，

’
Actu 　lnst　Mus ．　Zool．　Uni軌　Atheh．；11

，
3t4

，

’
P ，

．
72

（1939）；　K6xo 　et　T △ K ，LH 八 SI，　工ns ，　Ma もS．r　XIII卩・4，　p ．　工59　（193
’
9）．

　　 ？ ITasemαtopota　sakhcilinensis ，　Es △1ロ （nec 　SHIRAK；〉， D6bntugaku　Z耳s臼r
｝
i

，．　Tdkyo ，

XXXIV
，
　P．934 （1922｝．

　　施 伽 呶 騨 ・ μθ圃 勾 M 鵬 u 瓢 ・ R，t，6000　III．　ln ・，　J・p．　Emp．
，

．
P．418訟 昏 336

尸
（1931 〕； M 齏 u 皿 σ恥 ・

，
111．G ・mm 。 n 　lns．」・P．」　IV ，

　PP．　42 ，
62

，
　PL 　XI

， 嬉
・19 （1932）．

　　 ？　 頭部 は横形で胸部 よ りもは るか．に 幅廣 い 』
・
複眼間は幅 よ りも 少 しく短

く，上方 IC向つ て僅か に狹 b，友色粉 を密布 して 居 り
， 暗色 の 短毛を球生 して 居

る。．中央 に 黒色ξ）1 小紋 を有 し ， 其 の 下 方額裸癖の 上 方 に 1 樹 の 黒色紋が あ り
，

後者 は．圓形乃至曲玉 駄 を呈 し，側方は尖っ て 其の 尖端は斜下 方 を向 き，眼 に接 し

，

て居 弓。’額裸瘤綜黒 色 少 しく隣ま ワ，囁廣 く．兩端は殆 ξ眼 に 接 し 上 縁 の 中央

，
・
は 上 方に向つ て 少 レく．朱るe 觸角 の 間に 額裸癖の 下縁に 探して 1．個の 圓形黒紋

．がある。顏面は友 白粉 こ て 飆嘆れ ， 前面 に 1對 の小 黒紋 を有 して居 る。觸角は黒

．色 第・3節  基部 は黄褐 ．第上節妹末端 に 向つ て 木くな り混 捧探を呈 し． 末端部

．1『近く愈鴇細．くなつ て 明 らか な縊れ を有 す る。第 3 節は第 1節 キ砂も遙か に細
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　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 く， 末端 に二向つ て 細 くな り，次の

　 　 3 蔀を合せ た 長 さよ りも少 しく

　 　，長 い。小腮鬚末端節は黄白、基部

　 　瓢灘 鸞
飢 尖

　

　 　　　 中胸背 は黒 色 ，
5條iの 次色 の

　 　 縦條 を走 らせ ， 側面は 暗色を呈

　 　 す る。稜状部 は 暗荻粉 に て 蔽は

　 　 れ て ゐ る。翅は 暗褐 で ，友 白透明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 小紋を散 ら して 居 る。翅端に

　　　　鴨
・

■ 欝 欝 翻
　　　　en，yso。。。q

’
・，astis（B、。，。

・
r） ♀

’
　 列 で 縁ど られ 共の 内側 麟 縁

　　　　　a’頭 部正 面　 b’觸 和　　　　　　と甼行の 淡色 紋線 を有する。翅

胝 は嗜褐で
，

r4 脈 に は 小枝 を有す る 。 肢 の 基節 ， 轉節， 腿節は黒色．前脛 節は黒

ts，
・9 部舶 色で あ る冲 ・

獅 躑 舶 e 米端部 騾 色 で 基部躍 申央 の ユ

部 は暗褐乃至黒色。蹐節 は黒色，．中・後兩跪節 の鑞 倣 白色で あ る。

　　 腹部背面 は黒褐 で
， 申央線 ， 各節 の 後縁及び 1對の 紋は友色 を呈 す る e 腹部

下 面 はPt色粉 で 蔽はれ て 居 る 。 　 　 　 　 　 　
『
　  

　　δ 眼は相接 レ 前額 に 工大黒紋 賄 す る・觸角第櫛 は中央都が 膨大 L

末端部 に 讖れが な い 。小腮鬚末端節は雌 に 比 して遙か に 太 く短 い 。

　　 胸背 の 次 白條 は弱 く， 往 々 淌滅 して 居 る 。

　　 髓長 ： 8〜 13m 皿 ，

　　探集地 ： 樺太 （ツ イ モ フ
，
3 ♀ ♀11922。河野 ・宝貫 ；樫保，・鯉

：
乳 10／VIII，

1938
， 内 田

・岡 田・澤本 1 内跣 1 ？，6／VIII ，
1924

， 村瀬；ガ
ル キ ・

，
1♀，

29／V 血
，

：1914，小熊 1野 田1埠 ，6ハ 71H
、
1934

， 渡邊 ・井上 ；小沼 ，
2 ♀9 ，

6−8／VUIi 　1933
，

内田・岡 田・澤本 ；小沼 ，
1¢ 壬6 ，

23／vill ，
1934

， 渡邊・井：ヒ；豐原 ，19 ，29／VH ，

・1914；小熊）5 海i馬島 （6拿♀，36ハ1立 ， 1934，渡邊・井上）ヨ 千島 （ボ ツ ケ ， 1拿，

5／「1111，　19ゴ5s　土 i月ニ
ョ斜古丹 ，

2S〜9 ，
23ノマII

，　11925， 土 井）；ゴ匕溢蔵苴　（ヲくこ屋墮．1♀，

4fVII
，

1916
，

’
「
一
色 ｝ 大雲 山 ，

1♀，
23ハ「11エ

，
1926；松村 ； 札幌 、

　i？，
　ig．ハな1

，
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　　手g12， ．松 村 i定 山漢 ， ．．299 ，
　 17− 8／VIII，．1915 ，松村 ； 日高 p．、．

・29 ：9、挈5／VIII ，

　　1938 満 橋 ）． 　 　 一　 ．　 　
・・
　 　 ．

・．　
・・’

：

　　　　分布 ・ 樺太 ・ 北海道 南 于島。．
’
　　　　　　　 、

．・　 附記 1 ・ 樺耀 の 鰍 北髄 産の ♀ 眦 して 觸角第 ユ9fith9｛fll　v・

、

　　　　附記 2 ・ 樺太に は樽 の havc，　P ラ フ ド マ フ ア ブ σ物 … 幟 麟 1吻 礁

　　sis （SmR ，、K エ）が報告さ．れて居 る が 筆者等 は そ璽）標 本を檢．し得 なかつ た。．

　　　　附記 3 ・ tL：Vti（19勃 は樺太 va於て ，

．
カ ラ ．フ トゴ マ ．7 ．ア ブ Oho・？Jso30mt・　s（tfo−

　　ht／elinensis．（SHIEI’LI（1）ID大群 1ζ惱 まされ た 旨記 して 居 るが，それ は多分普通 の ゴ

　　マ フ ・ア ブ C．tristis、の 誤 りと思 はれ る。

　　　　附記 4 ： 石 （19B3）は樺太突阻山麓で本種 の 大群 に惱 され た と い ふ s．

　　　　　 2 ． （］hrysozona　rufipennis （BrGOT）　アカ バ ゴ マ フ 7 プ

　　Haemnto や ota ，
”
−fipenn’is　B 【ae

’
r，　BalL 　Soc，　 ZooL　Fr乱 nce ，　 XVI

，
　 P．77　（1891｝；

BIG（γ圏  Mem ・Soc・Zool・France7　V ．1）・628 （1S92）；BEzzl，　Kata 旦09 ．Pa1乱ar1 ｛L　 Dipt．，
II・P・56 （「903）；　 SE ・R・L・c・

，　Bl・ ・d　S ・・ck 」 n ・・F。・m 。・a」 ・ P418 （1？18）I　SI
−T・R ・L・c・

，

Trans ・Nat・Ilist・Soc・For 皿 osa ，　XXII ，121
，
　P．262 （1932 ）．

　　伽 〃… 侃 ・ ・吻 ・幡 K ・踊 ・z，C・tの ipt・
，　III・

，　 P・　20昌（1908）； S・tC・uF
，
　in

a

　　　
’

蠍 瓣 雛 騨
b

　　　　 　挿　 圜 　 2

ぐ％ 躙 ogo 獅 6 ？nbliPennis （BIGOT ）　♀

　　 a．颯部正 1面　　b．觸角

WY 蜘 △ N
，　 GenerQ　 lnsect・ rum

，

Dipt．　 Tabanidae ，　 p＋35 （1921）i

KR6BE 馬 in　 Lrr　DN，　ERI 　 Die 　 Fl三e一

琶en ♪　19
，　Tabanidae

，　pp．　43
，　52

（1925）。　　　　　■

　　 ♀　 頭部複 眼間は to’istisよ

り も幅廣 く，ほ ぼ 正方形 を呈 し ，

上 方 に 向つ て 僅か に狹 、くな る。

下牛部に 3 個 の 黒紋 を：具へ て 居

り， 其 の 内下方 の 1 對 は大 きく国

側方 は眼 と幅廣 く相接 し， 下 縁

は額裸瘤 と 殆 ん ど相接して 居 る

（幡 齠 で は 明 らか に 離れ て 居

る）。額裸瘤は黒色 レ翻 臨 8 に 於 け

る よ b も強 く隆 ま b ， 顏面 の 小

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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黒黜 は眼 の 下縁 に澹 つ て 分 布 し， 傭 齢 に 於 け る よ b も少な い 。觸角第 1 節は末

端に 向つ て太 ま り， 棍捧欺 を呈 し， 末端部 には縊れが な い 。

　　翅 は曙裼で ，傭 旛 に 於 け る よ りも赤味が強 く， 透明 紋は 小 さ く，翅端紋 は

牛 月形 を呈 し， 翅外縁の 各壼は第 4室 を除 き末端に 3角形 の 透明紋 を有す る。　　・

　
・腹部 の 背面 は黒色 鰤 の 後縁は次 白，第 字節以 下の各節に は 燭 の 圓形

次自紋が あ る。共 の 他 の 特徴は大體 tristisと 一致 して 居 る。

　　體長 ： 9〜 11mm ．

　　探…≡集玉地 ：
・
　本 爿’f（ヲ｝嵳己

≡F ，　1S〜
，　1垂／V

「
1，　19エO ，　ノf、笠〔貯〔；美師自，　1♀，　21／「厂1

，　1912 ∫

高椋）i 四 國 （梶 ケ 森山 ，
2 罕♀，20ハJI

，
1935

， 岡本）。

　　分布： ．本 州，四 風
・．

’
　　 ．　 ・　 、　 幽　　

F
　 −一
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